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序章本稿の目的と本稿における分析方法

第一節本稿の目的と課題

本稿は，関山と新鉱設置を媒介として，技術革新J合理化」をおし進めてきた，夕張子容に

おける一大手炭鉱企業 (M-南大夕張鉱)，そこに働く労働者(本鑑)層を事例に，職場への技

術革新j合理化」の発現と労働者層の職場生活に根ざした対応・対抗の実態を分析することを

目的としている。

局知のように，r高度経済成長期J('55-'7めから「構造不況期J(' 74-)に至る臼本資本

主義社会の展開の中で，大手，中小各職場の協業組織や職場をめぐる労資関係は大巾に変容し

た。とりわけ大手企業で激しく進展した技術革新.r合理化Jの過程は，従来の集部的労働，年
功的職場秩序の解体・再編を進め，一方で、は新たな機械化一技術に適合した労働力を育成する

とともに，他方では「能力主義J管理等による職場労働者の分断・支甑をすすめていることが
指捕されるtかかる事態は，多くの中小企業においても程度の差はあれ進行しており 2) これら
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は何よりも個々の労働者にとっての労働強化の進展であったといえよう。しかしここで重大な

ことは，このような事態に多くの労儲組合組織が必ず、しも適切な対応をしてきたとは苦いがた

いことである。すなわち，大手企業の労働組合がとってきた f労資協調路線Jは，労働戦線の

「右翼的再編Jと言われる事態を生み出す中で，職場労働者の切実な要求から遊離し，rファッ
ショ的支配Jさえ進めていること，また f高度経清成長J期，前近代的とも言える労働諸条件

の改善を進めてきた多くの中小企業労働組合も，r経営不振J，r儲産」という事態に直面し，い
まだその根源に対処すべき新しい路線を職場に定着するに至っていないという事実である。

しかし，実際に個々の労働者の職場生活のレベルにおりてみた場合，現段階の矛臆構造の

もとで，労働者は解決を要する多くの問題を有しているのではないか，そして何よりも彼ら自

身の労働一生活過程，労働一生活史に根ざした改善要求を切実に有しているのではないか，そ

の上で彼らはやはり戦闘的な労働組合への期待を失なってはいないのではないか，かかる疑問

が生ずる O このことは，さらに労働者の組織化(再来即断ヒ)過躍の開題として，次のような問

題に連なる。すなわち，企業の協業組織，労務管理のもとでの f分断・支配jは，実際どの

ように労働者の糖層対立をひきおこすのか，しかし他方，労働者自身の職場(組合)生活史(共

有体験の生成)と集団(層)形成(そこでは「職場集団Jのもつ構造が大きな意味をもつこと
になる)は，企業の支配が必然的に生み出さざるを得ない共通要求との関連で，階層対立を克

競していくプロセスと接合していかざるをえないのではないか，という問題であるt

かかる問題の解明は，単に協業組織や労務管理の構造・機能分析にとどまらず，職場集団'1

や労働者の「労働一生活過程J(r労働一生活史J)分析SIを必要としている O

これまでも，産業・労働社会学においては，企業率E織，組合組織の「土台jとしての「職

場のインフォーマルな人関関係Jに着目してきている O その流れの一端を示すならば，第一に，

戦後いち早くアメリカ「産業社会学Jの導入を進めた尾高邦雄氏は， '50年，r人間関係と労働の
生産性Jと題する論文61において，企業率邸哉内の f人間把握の方針Jとして，r人関関係的方針J
を提示したが， 'u5年，間宏氏の「従業員・職場・経営体JIにおいても，職場集団分析にとって，

生産性とのかかわりで，r感情構造J，rモラールJ，rリーダーシップjの分析が重要で、あると論ぜ
られる。だが第二に，かかる立場を「管理技術として資本家階級に奉仕するもの]1と批判する

マルクス主義的立場に立つ小集団理論は，すでに'56年，出中清助氏，北川詮吉氏らによって素

描されている91-li， '65年の元島邦夫氏日労働協業集団』における支配構造j101は， r労働協業集
団jを，r暴力装罷をテコとした田家権力に依存しながら，その国家権力の屈折としてあらわれ
てくる『企業権力Jが，三つの秩序(r技術的秩序J，r共関体的手刻字J，r企業秩序J一一筆者在)
を支柱として貫いているところの階級支艶Jを原理として構成された集団と規定し，後の氏の
「変家主体形成Jの立論の基礎ともいうべき労働力構成のモデル図式を示している。これら階
級的諸関係に位置づけた小集団，職場集部の理論は，その分析視角において学ぶべきものを含

んでいるが，集団構成員の現実の労働一生活過程とのかかわりで，この内実を実証的に明らか

にしていく作業は，今後さらに進めて行かねばならない。

さらに近時，職場の f自主管理Jや「経営参加Jをめぐる論稿が増えている 111が，かかる
論点の評価にとっても，職場集団や労鍛者の労働一生活過程の実態把握は不可欠であろう。

以上のことを踏まえて，本稿では職場集団にかかわって基本的に次の分析視角に立つ。

第一に，日本資本主義社会の発展の中での企業の歩み，とりわけそこでの技術革新，協業
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体制の変容と「合理化Jの過程のうちに「職場集団Jを位置づけることである。そこにはまた
当然，労働組合との対応・対抗の関係が存している。

第二に，同じくこれらの「士、均tJ関係のうちに，職場集部を構成する労働者諸階層のf労

働一生活史Jの確かなる歩みが存するということである。

第三に，企業の協業体制のもとでの各層労働者の入社以後の歩みの中で，職場集部の内実

が構成されているということ，すなわち，かかる職場集団において，企業内労働者諸階層の連

係一対立の一つの人関関係的発現が見られるが，何よりも重視すべきは，特定の職場内外の企

業の総体としての協業体制の中で，労轍者騒がどのように連帯しているか，という「協働j聞

の内実の問題にそれは連なるということである。

次節で本稿にわける分析方法をより詳しく示そう。

第二節本稿における分析方法

本稿における分析対象は，夕張市におけるMー南大夕張鉱本鑑層26名(採炭 9名，揺進7

名， f士繰9名，運搬1名)である。

なお，本稿の素材は，北大生活社会学研究会均三 '73年-'74年にかけて行なった，夕張市総合調査

から得ており，本格は，夕張総合蓄電査報告の一環をなすものである。夕張市総合調査では，本稿の素材

となっているM-潟大夕張鉱労働者三層(総員，本鑑，級夫)の他lこ， 日鉱労働者三層， 日鉱関連企業，

新規誘致企業労働者， 自営業世帯，市役所職員， 生活保護没帯，失対労働者等へのインテンシヴな磁

接調査，配布調査を行なった。向じく調査対象となったH炭鉱労働者については，その生活史分析がす

でに発表されており(小林蒲，中川勝雄，岩城完之「炭鉱労働者の生活史分析に関する一考察J(北海道

大学教育学部紀婆第27吟， 1976， 3))， M-潟大夕張鉱労働者の労働・生活過程についても，'76年B本

社会学会大会(宕城完之・小林甫「石炭産業合理化の進展と労働者の労働・生活過程の変容J)での報告

がなされている。本稿は，第一節でみた筆者の問題視角から M-潟大夕張炭鉱労働者本鑑層について

の資料を再軍基理した， '79年日本社会学会大会報告(藤井「石炭産業 f合理イヒjに伴なう炭鉱労働者層の

職場生活の変容J)での発表原稿をもとに，論文化したものである O なお， M-南大夕張鉱の職員層，車且

夫騒を含めての分析については，別稿を準備している。

閥知のように，石炭産業は「高度経済成長」期に激しくスクラップの対象とされ，関山が

棺ついだが，他方，残ってきている炭鉱で、は，一貫して高能率が追求されている。

その中でも夕張市M-南大タ強鉱は，次のような特徴をもっている。
第一に，夕張市の炭鉱の中でも拠点的ピルド鉱であり，他のM炭拡系列企業の閉山の後，

'70年当初より，最新鋭設備をもって営業を開始していること。

第二に， M社系のi白美唄炭鉱をはじめ，他の大手，中小，下請の炭鉱から労観者を集めて

きた，移動後まもない労働者の混合という性格をその労働者構成においてもっているというこ

とである。

従って，本稿が一つのねらいとする技術革新，f合理化jの職場生活，職場の社会関係への

影響という点、で，本分析対象は，他炭鉱からの移動における労働者の新規経験という形をとっ

ており，従ってまた，より資本主義的協業にダイレクトに規定された，労働者の協衝の特質が

捉えられると考える。以上の対象の基本的性格を踏まえて，本稿では次のような分析方法によ

って，労働者層の形成する fttb働Jの問題にアプローチする。

第一に，日本資本主義の発展の中での対象企業の歩みがどのようになされたか。本対象に

おいてはJ石炭切り捨てJの属政のもとで相つぐ間山，新鉱設蜜の文脈が捉えられねばならな
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いO そこには当然，技術革新，I合理化」の過程が存している。そしてこれは，対象系列企業(M

系)における労資関係の面からも把握される必要がある。すなわち，かかる企業の「合理化」

に対する組合の対応・士、持充の過程が捉えられねばならない。

第二に，かかる労資関係，その中で進められた技術革新.1合理化」は，協業組織に規定さ

れた各職場に具体的にいかなる形で現われているのかということである。一般的にも，職場に

おける技術革新 f合理化」の影響は，作業方法，作業速度の資本の管理基準に従つての規制と

して，職場集団の自律的機能をこわしつつ，労{勤者の細分化，規格化を進めるものとされるが，

本事例でもそれは，年功告IJ，先山制の弛緩として現われ，職場労観者の分断化，能率主義化がは

かられている O 本稿ではこれらの，採炭，躍進， f士繰とわかれた各作業部門における呉体的現

われの把握が課題となる(以上第一主義)。

第三に，企業の閉山.1合理化jが絶えず炭鉱労轍者の排出を行ない，本事例のような新規

設置企業が，それら労働者の選択的吸引を行なう以上，労資関係下の労働者の「合理化」の経

験の問題も，労働者の入社前生活史を踏まえて明らかにする必要がある。すなわちここでは，

労働者層の職歴，そしてそれを土台とした彼らの f生活の転期Jがまず問題となる O 本事例の
場合， M系の美唄炭鉱閉山ののち移動してきた労働者層が多く，他の大手，中小，下請から移
ってきた層に比べ，共有体験をもっ特別の層を形事している。かかる点で本稿ではさらに，労

働者が社会変化の画期の中で，その生活を軸としてつみ重ねてきた社会問題に対する評価，そ

してその中でも大きな意味をもっている組合活動に対する経験歴をおさえることによって，各

層労働者の入社前生活史の内実を採って行く (第二重量)。

第四に，かかる入社前生活史を有する労働者績が，現在の(入社以降の)協業体制の中でど

のように各部門の労働，労働条件等を受けとめ，評価しているのか。ここでの問題の中心は，

(1)職場によるこれら評価のちがい， (2)経歴(層)によるちがい，を捉えると共に， (3)現企業で

の職場，労働条件等に対する「共有体験J13)の累積の中で，どのように共通要求が生成してい

るのか，さらにその中で， (4)矛盾と支持克を共有し，関連し合う労働者集関凶としての労働者層

の連係が存するのか否か，かかる諸点にある。これらは，少なくとも現段階における企業内の

労働者層の「協働Jの一つのあり方を示すものとなるであろう。

さらに次の点が問題となる。上記の労働者層のあり方を基底において，現段階の労働組合が

かかる労轍者層の要求を股い上げるものとなっているのか苔か，そしてこの組合に対する労働

者層の評価，期待のあり方の問題である。かかる点は，労働組合が労働者層としての協働の内

実発展に実探に寄与してμ るか否かの問題を含んで、いるのである(第三章)。

j主

1 )これらの点については，r高度経済成長j第1期 ('55-'62)前半における圧延・機械修理工場，電車区・
自動車区，石炭切羽等各職場の実態を解明した，大河内・氏原・江口『労働組合の機逃と機能.1(1959年，

東大出版)，'60年以降の「合理化」展開の中での鉄鋼業における実態を解明した，道又健治郎編著『現代臼

本の鉄鋼労働問題.1(1978年，北大図書刊行会)に詳しい。

2)松島静雄氏は，r高度経済成長」期に，r成長しつつある中小企業群」がJS本的労務管理様式の内にとかく
欠けていた能慈論理，能力論理を如何にして企業内に取り込み，定義させるかに異常なほどの努力を集中

していたJ点を指摘している(松島静雄『中小企業と労務管理.11979年，東大出版)。
3)拙稿「中小企業における労働者諸階壊の生活史と戦場集団の構造J(北海道大学教育学部紀要，第34号，1979

年，所収)は，こうした問題意識を，中小企業労働組合の闘争過穏分析に生かしたものである。参照され
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たい。

4)職場集団の範囲については，職場の範留をどう捉えるかによって当然に変わってくるが，ここでは通例通

り，生康工程における末端の作業集団を基底lこ霞くものとする。もちろん職場集団は，単に作業集sIIと同

一視されるものでなく，特定の諸属性を有する生きた労働者諸階層の構成する集窃であり，作業上の関連

にとどまらない彼らの人間関係が形成されているとともに，集団としての特定の儲値規範を有するもので

ある。

5) r労働一生活過程」分析J労働一生活史J分析については，布施鉄治「社会機構と諸個人の社会的労働一
生活過程J(北海道大学教育学部紀要，第26号， 1976年，所収)を参照。

6)尾高邦雄 f人間関係と労働の生産性J，1950王手(尾高邦雄『産業における人間関係の科学j有斐閣， 1953年

所収)。

7)街 宏「従業員・職場・経営体J(北111隆台編 f労働社会学入門1.1965~手，有斐閣所収)。

8)茶111集ー「小集団研究の史的常禁ーヒューマンリレーションズの意味するものJ，1955if (日高六郎・ ~t

JlI隆吉編 f現代社会築関議.J 1958年，東大出版，所~X) 。

9)問中清助「第一次集罰論J1956年(前掲『現代社会集罰論jP!T~) 0 

北111経古川、集団をめぐる諸問題J1956年 (f向上j所収)。
10) 元島邦夫n労働協業集ßIlj における支配構造J <W講~現代社会学 2 ，集部論j 1965年，青木喜警1五，所収)。

11) '77年以降， fS本労働協会雑誌jに掲載されたものを充ても， '77年2月，中村秀一郎「中堅・中小企業に.

おける経営参加の皇室賂J，lO月，奥村昭博「経営参加の綴織論的考察J，lO月-12R，尾高邦雄「小集団自主

管理体制をめざしでー職場レベルの経営参加方針(上)， (中)，(下)J，'78王手9月，i二回道夫「鉄鋼業の『自主
管理活動JJ，1l月.r企業内の影響力構造と経営参加J，'79年3月，尾形陰影 f企業内の影響力構造と経営参
加(下)一企業業績からみた影饗力分布-J， 4月，中谷巌「労働者自主管理ーその理想、と現実J，'80年3月，
j苅孝男「経営参加とE自体交渉ー労使関係の国際比較のための覚え書きJなどがある。
12)布施鉄治編「酪農経営の『大規模化jと農民層の生産・労働一生活過程j第2編(北海道大学教育学部産

業教育言十飽研究施設， 1978年)補説，参照。なおここでマルクスの「協働j概念，r協業」概念について繁
描しでおくと，rドイツーイデオロギ-j(花崎泉平訳，合間出版)で f協働J(zusammenwirken)は，r根源
的な藤史的関係」の第4の契機として.r生活の主主藤の社会的関係」として，さらにその様式(協働様式)

自体ひとつの生産力として第一に捉えられるが，同時にそれは資本主義段階では，分業と私的所有に条件

づけられた一つの強制力として捉えられている。またそれは，単に作業場，特定生産部門のみでなく，き

わめて広い意味において(，世界史的協働Jetc)捉えられているJドイツーイデオロギーjにおいては「協

業J(Kooperation)概念はないが，r資本論j(大月番応版)において「協業jは，r問じ生産過程で，または
問じではないが持者連のあるいくつかの生産過程で、多くの人々が計画的にいっしょに協力して労働すると

いう労働の形態Jとして規定され，その生途上の効果や，それが，資本，指揮のあり方等によっていかに
資本主義的生産の現われであるかが示される。しかし同時にそこでの労働者の計画的協働の中で，一つの

労働の社会的生産カが形成され，労働者が個体約限界を抜け，種族能力を発揮すること，従ってまた労働

過穏が一つの社会的過程に転化することとして示される。この f資本の生産力」としての労働の社会的形

態の発展は，マニュフアクチユアにおいては，疑似的な f全体労働者Jの分業による部分機能を果たす労

働者を生み，大工業においては，一つの技術的必然として，単純作業の生成，労働の強化，監督労働と新

たな労働者の編成，労働者の排出と吸引等を生む。しかし，この段般で，労働者の「全面的可動性Jを必
然にすること，そしてこれは過剰人口の逃げ場を破壊することと納まって，この生産の資本主義形態との

矛盾一新たな社会の形成要素ともなることが示される。すなわち，マルクスは，広義の社会的諸関係の基

礎として「協働jを措定し，その社会的質を，それが資本主義的「協業よさらに資本主義的生産過穏のも

とでもつ内在的矛盾の文脈で捉えていることを指摘できる。

13)筆者は，札幌市のー食品関係中小金業の労働組合を分析する中で，各層労働者の共有体験(職場，組合活

動等の)の問題が，現段階の職場集団構造や，組合の路線に対する各層の評価等に大きな意味をもってい

ることを見いだした(藤井，前掲「中小企業にわける労働者諸鰭腐の生活史と職場集団の構造j参照)。し
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かしこの基礎視角は，大企業の問題を考える上でも有効なのではないかと考える。

14)松島静雄氏の労働者集邸概念は，r階層伎を車告とした共ImJ(松島静雄『労働社会学序説j1951年，福村警!苫，
参照)と言い表わされ，何よりも労働総合組織をその実例としていたが，労資関係のもとで，矛!震と対抗

を共有し，関連し合う労働者集団については，現在労働組合と同一視できない。

第一撃 M-南大タ強鉱の概観と協業組織一一能率主義化の影響

本章では，日本資本主義発展の中でのM-南大夕張鉱及びその前身というべきM一美唄鉱，

M一大夕張鉱の歩み(そして各期の労働組合の対応)を概観し，そこでの技術革新の経過，及

び現段階における協業組織と職場における能率主義化の影響についてみていくことを課題とす

る。

第一節 M-南大張鉱 (M一美目見鉱， M一大夕張鉱)の概観

表-1tこ見るように， M鉱業が， 1915年美唄鉱， 1916年大夕張鉱を買収して以降， 55年間に

わたり， M-美唄鉱， M一大夕張鉱は，北海道におけるM系炭鉱の双壁として営業を続けてき

ている。中でも美唄鉱は，大正から昭和初期にかけ， M系炭鉱の中でもその出炭量，能率にお

いて第一泣の位置を占め，昭和10年段階で，能率36.0tj人に達する2だがこれ以降戦時中にか

けて，美唄鉱，大夕張鉱とも，出炭量のみを追求した採掘を，多数の徴用労働者，朝鮮人労働

者，中国人労働者を採用して行なう (M炭鉱全体で約3割を占めていた)。この時期に，美唄で

は戦後も含め最高の出炭量を記録し，大夕張でも最高時 ('69年)に近い出炭量を示したが，か

かる乱掘が，抗内条件の悪化をもたらすことは，当然のことであった。それは，戦時中の美唄

鉱において， '41年，ガス・炭塵爆発事故(死者177名)， '44年，ガス爆発事故(死者109名)を

引きおこし，286名もの人命を奪ったのである。このようなあまりにもひどい境遇のもとで押さ

えつけられていた不満は，敗戦直後の9月，美唄鉱において中国人労働者の食料増配，衣料改

善の要求提出から始まり， 10月には朝鮮人労働者約3000人がこれに同調，すぐに日本人労働者

へも波及， 11月には「美唄炭鉱労働組合Jの結成に至る。大夕張鉱においても産後，労組が結

成，向年12月には，美噴鉱で生産管理を要求した「人民裁判jを引きおこすまでに，労働運動

は激化した。敗戦後の坑内条件の悪化と炭鉱労働者の不満の爆発，そして外関人労樹者の帰国

の中で， '46年出炭量は，戦時中の三分のーにまで低下する(美唄，大夕張鉱)。

しかし'47年より実施された「傾斜生産方式Jのもとで，企業は以降，一方で、保安，機械化に

努めながら， '50年の「輯鮮戦争特需J，及びGHQの指令に基づく fレッドパージJをテコに着々
と「合現イヒjを進め，石炭から重油への転換が明らかになるにつれ，かかる「合理化jは閉山

を伴なうものとしてますます顕著になる。すなわち，人減らし ('55年，476人)や調講えを進めな

がら， '65年には組合対策も含め，美唄鉱に第二会社をつくる。'66年，南大夕張開発事務所を設

置，以降館発を進めながら， '72年には奨噴鉱， '73年大夕張鉱の関山を完了した。労働組合もfレ

ッドパージJは許しながらも，この関，保安，人減らしの問題を中心に，数多くのストライキ
を打って闘い， '68年美唄での災害抗議のストで一つのもり上りをみせるが，これ以降，企業の

南大夕張への移転計画，そして閉山攻撃のもとで，組合の戦闘力は次第に弱められていく。

M-南大夕張鉱は，こうした管景のもとで、， '70年に蛍業出炭を開始した。以降，美噴，大夕

張鉱の閉山で反発注れた労働者の一部を吸収するとともに，他の中小，下請からの労樹者も吸
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M-~喫鉱，&ぴ大夕張鉱の概婆

1915 (T 4) M鉱業，美畷炭鉱を察収。独立J詰所
として稼行0

'18 (T 5) M鉱業，大夕張炭鉱を買収。独立場所

として稼行。

'21 (T10) 美唄砿業所，~顎立筑の撹整完了。

'22 (T l1)大夕張砿業所を~畷砿業所の支筑に

改める。

"ll (S 2)美唄砿業所大夕張を独立場所大夕張

砿業所へo

'29 (S 4)大夕張砿業所，大夕張通溺の掘繋完

了。

'30 (S 5)大夕張紘業所，南部大夕張抗の稼行

休止。

'33 (S 8)奨自民鉱業所，芦別炭鉱の稼行を休止。

'47 (S22)葵唄砿業所，芦別炭砿の掬発工事に

着手。

'48 (Sお)美顎砿業所，常glJ炭砿を分離。

'51 (S26)大夕張，坑内ガス抜実施。

'52 (S27)大夕張，新斜坑掘態。

'55 (S30)砿員の希袋退職 (476入選織)。

'57 (S32)美唄，レッベt-べ)"の導入。
'65 (S4O)美唄砿業所を新会社美畷炭鉱KKと

して分離。

表一 M鉱及び組合活動の概要

M-溺大夕張鉱の援要 炭鉱災害と総合活動の概要

'41 (S 16)笑PM砿業所においてガス・炭醸爆発事

故(死者177人)。

'44 (SI9)美唄砿業所にあ、いて，ガス爆発(死者

109人)。

'45 (S20)葵喫炭砿労綴結成

大夕張炭砿労組結成

'46(S21)美畷炭鉱「人民裁判J事件。
レッドパージ。

'侃潟大夕張掬発事務所設議。 1'66.大夕張支部佼合理化三十争指令。
'67.第一.第二斜筑，坑底レベん到達。 1 大夕張で1名死亡→抗義鴎交。

'68.技能砿員養成所開設。 1'67.レンジングカッター，自走支保について盟交。

'69. 1.綜合事務所完成，建築機使用開始。 1'68. ~建畷合問慰3霊祭(ガス爆発16人死亡， 7人愛

7.選炭機完成，掘進炭の送線問始。 1 軽傷)。

9.保安の中央監視制御システムを実施。 I 美畷炭砿山はね災害(不明日，入院6)
大夕張砿業所，潟大夕張開発事務所の営l 爵有ft実現 6.9道集会。
業を潟大夕張炭砿KKIこ譲渡。 1'69.南大夕張炭鉱労組結成。

'70. ~産顎鉱業所縮少により 730名，p語大夕張へ喜e1 '70. i事大夕張砿業所，営業出炭照始。 l'干O.美畷48スト。
堅E... 1'71.日産30∞トン出炭達成。 1'72.美唄斗争48スト。

'71. M一大夕張炭砿社，葵唄炭砿社を合併。 i スライシング採炭掬始。 ド73.大夕張際山反対斗争。
'η.M一大夕張炭砿投，奨畷炭砿を締出。 ド72.3産喫砿業所務山{こより 215人導入，年度120
'73. M一大夕張炭砿KK，大夕張砿業所閉山。 1 万トン体制に増強。

'73.大夕張砿業所閉山により， 374人導入。

~X してきている。そこには，企業にとっての，労働者の選別の過程が含まれていることは見逃

すことができない。

第二節 M-南大タ強鉱における協業組織一一能率主義化の影響

前節でみたように.M-南大夕張鉱は，石炭から指油へと一国のエネルギーの重点が移る

なかで進められた，きわめて急激な人減らし，閉山，技術革新.r合理化J過程のM鉱業におけ
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表… 2 全国，北海道， M炭鉱の常用労働者，出炭量，1:f:I炭能率の年次別推移。

1952 1963 1973 

常用労働者 出炭蚤 出炭吉Ë~事 常用労働者 出炭議 出炭能率 常用労働者 出炭墜 出炭能率

全 大手言十 182，908 3，199万t 14.6 89，715 3，540 32.9 27，239 2，155 65.ヨ

国 中小計 99，689 1，629万t 13.6 46，122 1，56百 28.7 6，846 543 66.0 

i遂海t 
大手首十 50，445 1，190 19.7 32，537 1，522 39.0 16，486 1，115 56.4 

中小 言十 13，037 174 11. 1 13，069 592 37.4 1，945 150 64.4 

羨日長鉱 5，852 113 16.0 2，138 宮3 36.2 

M 
大夕張鉱 4，245 42 8.3 1，909 64 28.0 

潟大夕張鉱 1，961 120 51. 0 
炭
F書官1] 鉱 1，000 26 21. 3 235 16 58.2 

鉱
茶志、内鉱 752 8 9.0 399 18 38.2 

針 11，849 189 13.3 4，681 192 34.1 1，961 120 51. 0 

1976年臼本社会学会，報告(岩城・小林)レジュメより転記。

る一つの帰結として，当初より最新鋭設備をもち，徹底した

全坑請負希IJ (能率黄金の重視)のもとで開設されている O そ

れは，表 2に見られるように，その坑内条件の劣悪さにも

かかわらず， 1人当たり51.0トンと，これまでの美唄鉱，大

夕張鉱を大きく超え(ちなみに大夕張鉱における最高は， '69 

年の43.5t/人である)る出炭能率の高さをもたらしている。

表-3に， '74年次の人員構成を示したが， 1857名の労働者の

うち， 71. 6%を坑内宜接員(採炭員，掘進員， f士繰員)がし

めている。 M-南大夕張鉱における出炭能率の向上は，かか

る労働者の労働能率の向上によりかかっているといわねばな

らないが，これらの部門における機械化の進展について表-

4にみた。 M鉱の技術革新は，戦前段階のつるはし，ゴール

ピック，ジブカッター，機関車といった採炭技術から， '50年

代には，掘進におけるロッカーショベル，そして後の生産性

表一3M-i$j大夕張鉱における，人員構成

夜 採炭員 596 (36.5) 

坑
接 擬進員 270 (16.5) 

員 仕繰員 303 (18.6) 

鉱 運搬員

内
関
機械員

t妾
電気負

359 (22.0) 
軌道員

員
員

測量員
.i'l'l 
係員

坑外員 104 (6.4) 

小言十 1，632 (100.0) 

職員
坑内員 119 

坑外員 106 

言十 1，857 

向上に大きな意味をもっ鉄柱・カッベの導入を経て， '60年代後半には，ロード・ヘッダー， ド

ラムカッター，自走枠の導入と，この期において質的な前進をとげる。そして'70年代以降， M

-南大夕張鉱では，従来の火薬発破にかわるエアー・プラスター(空任発破)，掘進と積込みを

同時に行なう，より強力化されたドスコマイナー，採炭において画期的な能率向上をあげたド

ラムカッターをさらに改良したレンジング・ドラムカッター，そして運搬におけるパンツアー

コンベア等，最新の機械が導入されて，出炭能率向上の一役を買っているのである。

それでは，かかる技術革新のもとでの各作業部門(採炭，掘進，仕繰)における協業組織

(機械・技術と作業組織)についてより詳しく見ていこう(表-5)。

まず、採炭部門では，水圧鉄柱及び自走枠が岩盤を支えるために用いられ(自走枠2/5，水圧

鉄柱3/5)，エアープラスターによる発破とシングルレンジングドラムカッターとによって，r長
壁式J，r完全退却方式Jの採炭作業がなされる O 作業組織は， 2~3 人で一組をつくり，一採

炭現場に30-45人のチームがつくられ，作業に当たっている。一応経験年数による先山，中
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袋一4 M鉱(美唄，大夕張，南大夕張)における機械化の進展。

年次¥間発 竺」一型竺さ竺
〈つるはし〉

〈コール・ピック〉

採炭機

(仁コは潟大夕張で痛いられているもの)

支 絞 i運搬機

〈本柱〉 〈機関車〉

くジプカッター〉 くベルトコンベア〉

〈火薬発破〉

'50 '50.口、ノカーショベル '51. 

'55. H IDIコンベア

'60 

'65.サイドダンプロ
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表 5 各部門における，機械・技術と作業組織

部門 機 械・技 事f，j 職場の作業組織

el量援式，完全返却方式， 5払稼動(1払準備) e2-3人で一組。 3人(先山・中先山・後山)

-水圧鉄柱 '13走枠(自走枠2/5，カッベ3/5) e 1採炭現場(払い)に， 2 -3 X15=30-45人で1
採炭

-エアー・プラスター，シングルレンジングドラムカ
チーム。

ッター -大先山(労害Ij務長) がを番さ制れをし，他の人は，仕事はじ
めに役のりつけ る。

1 :一此ll-At.:J::G完全相集 e 5員人(先山・中先山・後山・後山・後UJ)十 1(保
法石掘途 中指事進方式。 安 )で1チーム。

-ローダーとカーシフターの組合わせ方式。 -先U出J・中5後t山→枠づけ炭運掘びりo後山 l→炭かき，や

-破無爆。薬イヒとガス抜ボーリング及び放水発
きし。 山2→材料 。

掘進
-総委合員中が央番劉委20人と先山の中点、ら遊ばれた5人の番説

沿層掘進 ・エアープラスターとローダーの組合わせ方式。
をする。

-圧集気中扱動ロードヘッダーによる完全機械化
途方式。

-つるはし，ピァク，ブスコップ，ブのこ，まさかり，用ハ e 3入(先山・中先山・後山)で一組。

{士繰
ンマー，レーバー ロ 7ク， ラスター等の使 o 

-仕事は3入-40人でする(切り織によって異なる)。
-重袴3重期工主主坑調理の採用。 -一つのまえ遂か終わるまでチーム綴成は変わらない。

先山，後山で組が形成されるが，現在ではそれは，先輩，後輩という位の関係で，先山の権限

は減ってきている。チーム編成(番制)は，労務長の役目となっている。

掘進は，坑内の骨組になる坑道を掘り進むものと，採炭現場の両サイドを掘り進むものと

がある。岩五掘進には， ドスコ・ MARK耳慣A，及びローダー(積込機)とカーシフター，沿層

掘進では，放水発破，エアープラスター，ローダー，tE気動ロードヘッダ一等が用いられ，そ

れぞれの組み合せで完全機械化されている。作業組織は 5人(先山，中先山，後山3人)に保

安員lの6人で1チームをつくり，先山・中先山が枠づけと炭掘り，後山の 1人が炭かきとや

き出し 2人が材料運びといった分業がなされている。このチーム編成は，組合中央委員と先
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山の中から選ばれた 5人の番割委員によってなされている。

f士繰は，地圧によっていたんだ (r盤ぶくれjという坑道がせばまる現象)坑道の修繕を行
なう作業であるが，自然条件への対応という性格をもち，ここでは，つるはし，ピック，スコ

ップ，のこ，まさかり，ハンマー， レーパーブロック，プラスター等， I日態依然の道具が使わ

れている O 作業組織は 3人(先山，中先山・後山)で一組をつくり，それらの組を単位に，

切り端の状況に応、じて 3 人~40人のチームをつくる。ここでのチーム編成は，一つの坑道が持

続する間，変化しない。

表-6 舞金支給項目

(採炭， 51歳，勤続3年の例)'73年9月

額(%)

26，670 (20. 5) 

4，704 (3.6) 

77，955 (59.7) 

100 (0.1) 

400 (0.3) 

11，870 (9.1) 

7，179 (5.5) 

l，600 (1. 2) 

130，478 (100.0) 

かように仕繰を除いて各部

門には最新の機械が設置され，

作業組織も従来の先山一後山の

単位を残しながら，機械や坑内

条件に応ピたより多人数のチー

ムが，労務長や組合中央委員を

200，000 

190，000 

180，000 

170，000 

160，000 

150，000 

140，000 

130，000 

120，000 

110，000 

100，000 

90，000 

表-7 部門別，年令自社， '73年10月賃金

也九一---白山
採炭

J 

戸ヘ
u
q
L
 年

令

同
月
ハリト
金

円

ι
賃

40 30 50 55 35 45 

通じて編成されている。

しかしかかる機械主導的な作業組織は，個々の労働者の労働意欲の喚起を伴なって初めて

その生産機能を十全に発揮するものであることは，いうまでもない。 M-潟大夕張鉱がそのた

めに探用しているのが，従来の講負制とはその内実を異にする「全坑請負制Jという賃金管埋
一一一すなわち能率給の重視で、ある2

表-6に示した，ー採炭員の併を見ても明らかなように，国定給は20.5%に過ぎず，反対に

能率給が60%，早出残業，深夜業手当等が15%と大半をしめている。さらに，各部門の労働者

の賃金分布 ('73年10月)の例をみても，r年功賃金jは存在せず，とりわけ掘進， 1:士繰において
は個人差が激しい(表-7)。

このような能率重撲の賃金体系のもとで、の新鋭機械による作業は 当然に各部門での労働

強化をもたらしいている O

すなわち，労働者自ら語るところによれば，採炭では確かに f自走枠，エアープラスター

の使用により，労働がスムーズで楽になりJ，r 1呆安面でもガス抜きが重視され，安全になってい
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るJが，それでも「劣悪な坑内条件に保安が追いつかない面もある」こと，そして f能率重視

の作業は無理をし過ぎ，身体にこたえるJ状態であること。

完全機械化がさらに進んで、いる掘進では，r機械化によって人間も機患になって動かされて
いてJ，r精神的疲労が増大する」こと，そして「能率重視，昼残業で仲間と話す時間もなくな
り，疲労ー→トラブルの悪循環があるj状態であること O

さらに仕繰では，直接に機械化はされていないとはいえ，r採炭，掘進の能率向上でこちら
に労働強化が由ってくるJこと，そして「保安に力を入れているとはいえ，坑内条件が悪すぎ

るJと指識される。

このように，主に採炭部門，掘進部門に投ぜられた新鋭技術，そして全鉱への能率給の導入

は，採炭で，一部労働の流れをスムーズにしているものの，掘進に典型的なように，機械によ

って人聞が動かされ，能率給によって主体的にも労働強化を動機づけられる状態をもたらして

いること，当然作業組織も機械に応ピ，労務サイドで決められ，その中で先山の権威はおちて

きている。そして手作業中心の仕繰なども，その能率は他部門に引きず、られる形である。こう

した能率主義は，労働者の昼休み時間の短縮 (60分→15分)をもたらし，作業場内では，あま

り話もできない1犬，態をももたらしているのである。

i主

1) M鉱業セメント株式会社総務部社史編纂蜜 rM鉱業社史1'76i手を参考。本節では，以rとくにことわらな
いE凝り，本資料を参考にしている。

2)木元進一郎『労務管理と労働組合.1(1974年，労働匂報社)によれば， '47年，すでに大手企業は，r機能給の
拡充」の方向を示唆しているが，その中にあって，鉱業・建設業の「ブルー・カラーJについては，r能率
給の拡充jを志向するものが半数近い(向上妻， P162参照)。

第二章各部門労働者の入社前生活史一ーその「層J的特徴

前主主で見たような協業率由説その能率主義的運行体制をM-南大夕張鉱は進めているわけ

であるが，かかる現体制のもとで労働者層が有する(企業の労働諸条件と組合のあり方に対す

る)不満と要求の構造に焦点を合わせて問題にせまる場合，各部門を構成する労働者の属性一

入社前生活史を明らかにしておく必要がある。現職場における労働諸条件，その「合理化Jの

影響，及びそれらへの組合の対応に対する評価は，労働者の生活史の重みの上に立って，とり

わけ炭鉱労働者としての生活の累積に立って，なされるものであるからである。特に営業開始

以持3年という M 南大夕張鉱労働者においては，とりわけこれまでの職場での経験が，現在

の職場への評価にストレートに連なるであろうし，その組合等への要求構造は，これまでの

職場での彼らの組合活動へのかかわり方に連なっているであろうことは当然に予測される。

さで，現協業体制を構成する労働者層の入社前生活史を分析するに際し，本稿ではまず大手

炭鉱(美唄，大夕張，その他)入社年次に着目する O それは，中小，下請炭拡とは明らかに違

う諸条件を有する大手炭鉱の労働者としての，彼らの職場と労働組合運動の共有歴にかかわり，

労働者層としての協働の問題に結びつく分析領域を構成している。以下，かかる点に留意しな

がら，各部門労働者の職歴と生活の転期(第一節)，社会問題と組合活動評価史(第二節)を見

ていこう。
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第一節 各部門労働者の職歴と生活の転期

初めに表 8によって調査対象労働者の学歴と職歴を鞭観しておこう。明らかなように，

歴としては，ほとんどが義務教育段階である。職麗は， 26ケース中7ケースが炭鉱に初職を得

ているが，大半をしめる17ケースが，農漁業や中小零細の工場等に初職を得，ある時点で炭鉱

に入職し，現在に至っている。そしてこの炭鉱経験年は，調査対象者の平均で20年弱であり，

南大夕張鉱へはせいぜい入社以後2-3年であるとはいえ，すでに炭鉱労働者としての多くの

経験の累積を有していることを指摘できる。しかし，序章でも述べたように，同じく炭鉱経験

をもっとはいえ，中小，下請炭鉱での紘験を有する者や，美唄一一+南大夕張のルートをたどる

考も存する等，その内実には注意すべき違いが存している O

その点を明らかにするために，表-9の層IR分を行なった。すなわち，いつ，どの時点で大

手炭鉱，また美唄鉱に入社しているのか，そして現悲何歳であるのかを軸として毘分したもの

である。表 9から明らかなように，@層(②③⑬⑬@@⑬⑫⑥⑫⑬)は， 245:手-30年大手炭

鉱に勤めてきており，現在43裁-54歳である。彼らの多く (11ケース中8ケース)は，美唄鉱

出身である。すなわち，彼らのほとんどは，美唄鉱で、20年一30年間勤めてきて，閉山によって

期大夕張鉱に来た層である。⑤層(⑦①④)は，大手炭鉱経験歴がやや短かく (15年-20年)， 

現在37歳-40歳。やはり 3ケース中2ケースは美唄鉱出身である。すなわち，@層と⑤層のち

がいは，いわば量的な点だけである。これに対し，①層(@@⑪⑬⑪⑮⑨⑫)は，炭鉱睦は@

⑤腐と間程度にもっているが，中小，下請炭鉱の経験が長く，大手炭鉱へは1年-9年程度し

か勤めていない。そしてほとんど (8ケース中 7ケース)は，美唄鉱以外の出身である。④層

(@⑧@⑬)は，そもそも炭鉱経験の短かい，若手 (28裁-33歳)である。彼らは，南大タ強

鉱入社以前に 2年-3年しか炭鉱経験をもっていない。

かかる膚区分に立って，これらの各層労働者の職援に含まれる内在論理の一端を，表-8

にもと守って彼らの転退職の理由と手づるから見るならば，以下の点を指摘し得る O すなわち，

@⑤層は，親戚(⑬①)や上高(⑬)，友人(③)などに手づるを得て大手炭鉱(@@④以外

すべて美唄鉱)に入職して以降，閉山を契機(美唄鉱出身者)に会社のあっせんや再募集に応

じて，現南大夕張鉱へ入社してきていること，それに対し，①@層の中小，下請の出身者は，

「低賃金J(⑬)，r組をやめたいJ(⑪⑬)など，その労働条件の悪さから，大手本鑑!曹を志
向してきている者も少なくないこと， しかしまた彼らもそのほとんどが，閉山を契機に現南大

タ強鉱へ入社しているということである。

ところで，かかる各層労繍者の職歴の持質は，各層労働者の全体としての生活史の流れの

中で，何を彼らが自らの生活にとっての「転期Jとしているか，の視点から捉え返さねばなら
なし汐。

※労働者諸個人の生活の歩みにとって，雇用労働としての彼らの戦業の変化が，最も基底的意味を

もっているであろうことは容易に想像がつくことであるが，生活の諸局面は，家族形成，子供の養育，

地域移動，社会関係ネットの形成・変容といった領域を当然に含むものである。単なる労働力の再生援

史ではない，かかる彼ら自身の生活の緊穣の仁和で，現在の彼らの生活過程一生活態度に及ぶ主要Fな“変

り目"は何なのかを採ること，ここに f生活の転期」分析の意味が存している:

すなわち，表…10に労働者層にとっての「生活の転期Jを示したが，ここで第一に指摘でき
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表-9 M炭鉱労働者(本鑑)26ケースの現年令と大手炭鉱入社年
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K パ;

'54-'55 
@ 

'56-'57 K 

'58-'59 K ⑦。 ν レ/
l¥ 戸〆

'60-'61 

'62-'63 C C 

'64-'65 

/ネ
@ ¥ 

'66-'67 ?oJ ν レ
'68-'69 ⑤v-レレ/
'70-'71 院M禍⑫山⑬M

|¥ 
、、-

'72-'73 

外~崎 30 - 34歳 35 - 39歳

B. M，美畷炭鉱

凡10.その他大手 (f:l::友，雄別，明治)
j C.中小炭鉱(羽幌)
{列 j
I K.下請・組

M. M.南大夕張炭鉱

/ 
/草色

パ8 ミ弘 (j)l. 
o 
qi 

日入 1¥ K 

K 

あ! !¥ a V |¥ 

/ れ eL ν |¥ 

C 

C K 

ト'
ト' q 

k 
向。⑬8⑫

M TO M 
M コ

M M微減 M M M M 

1 ¥~  @ち/

40 - 44歳 45 - 49歳

ト¥

q q 

q / 
/ 
〆

M M 

M 

50 - 54歳



期

'45 '50 '55 '60 '65 '70 '75 炭入鉱職 関転車i1産i 地移域動
病気
結婚 子成供の長 その他ケガ

⑬H '47奨煩にくる。炭鉱入職。 O O 

@" '48夕張，炭鉱入職。 O 

⑥" '50奏の死亡。 O 
美

⑬" '45→一炭人鉱で北生海活道に渡る。 '50結婚。子供の誕生(子供の成長にハリ) '66ケガで入孫。 O O O O O 
H員
⑫υ 

出

'67子供の就職(霊前日主義S42:勺③ ⑬ .. '48結矯。 '5例弱気。 O O O 
身

③H '49美日員，炭鉱に来たこと。/かまどをもって子供を育てること。 '70夕張へ来たこと(伺郷の人，$<楽しい) O O O O 

②叫

⑫'H '62鞭議。 '6曜炭からf士繰lこかわったこと。 O O 

O ⑫' .. 

⑬“ '55三笠奔5JU鉱に入る。 '62創価学会に入る。 '69i滋をやめたこと G O O 

奨理出身員
(i)" '53就駿(標語喜吉宗喜i二号{J)/壌かに在る。生活にハリ。 O 

⑤ (j)" '72子供が中学lこ(経済的にかわる)。 O 

K ④'" '54結婚，長女誕生。 '69関山→南大夕張へ。 O O O O 

貴美出身民
⑫‘s '64美目見炭鉱へ転職。 O O 

⑬" '58炭鉱入職。(8待問労働は楽)0 '66美唄へ。 O O O 

K ⑨u '45戦後の混乱。 '52夕張へ来る。初めての労働者生活。大変だが，夫婦とも健康で徐々に良くなった。 O O O 

⑧" 
① O 
⑬ω '66炭鉱入駿(ハリがある。暮し向きは楽)。 O 

江お '56炭鉱人戦。 '62羽娘へ来る。綴をやめる。 '70夕張へくる(だんだんよく在る)。 O O O 

C ⑫日 '62札幌へ。 '63羽幌，炭鉱入載。 O O 

⑫" '6旺搾機空警勢五戸議長島記入段。 '7'2)物価上昇ひび〈。母親がガンで入院。 O O 

禁書③" 
'66炭鉱入織(島出時濁がもてる)。 O 

@" '69炭鉱入職(生活が派手に)0 O 
③ 

'67夜轄lこ(子供のために，いくらか楽)。⑬日 '58鉱内に入る。 O O 
O マ0綬遺書(家庭をもち，ハ')が出てきた)。 O @，. 

転のi舌生表-10s; 
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ることは，各!習を通じて“炭鉱入職"そしてそれに伴なっての地域移動が一大転期となってい

ること，そして特に①④層労働者においてそれが多いことである。

例えti，'46年 f一人で、北海道に渡って炭鉱生活をはじめたことJ(⑬一③)， '52年「夕張へ来る。

初めての労働者生活で大変だが，夫婦とも健康で徐々に良くなったJ(⑨ー①)， '66年「炭鉱入職で自
由時間がもてたJ(⑧…③)， '69年 f炭鉱入職で生活が派手になったJ((⑫一③)など，大きな地域移
動を伴なう炭鉱入職は，やはり各層の生活の転期となっており，また③層の若手などにとっては，むし

ろこれまでの中小零鍛企業よりも労働条件(作業環境は加として)がよくなったという点で転期となっ

ているのである。

第二に，閉山とそれに伴なう職場移動は，美唄鉱に長く勤めてきた@⑤層労働者にとっては

(すなわち美唄鉱閉山と南大夕張鉱への入社が)，あまり大きな転期とは捉えられておらず，む

しろ①@I替の労働者にとって，それが大手への移動という意味において転期となっている O

すなわち，①層⑪は，r総をやめて;JjJ幌(炭鉱)へ来たこと」をあげ，③層⑬は，r子供のために直線
になったこと。生活もいくらか楽になったJことを転期としている。

第三に指摘しなければならないことは，結婚や子供の成長を転期としているのは@⑤層の

労働者に多いということである(⑬⑬③④)。

さらに第臨として，rケガで入院J(⑬…④) ， r肺結核で入院J(⑫一④)， r毘搾機の熱風
で呂をやられ一年入院J(@一①)というように，過酷な労働条件のもとでの病気やケガの影

響も看過できないということである O

以上の分析から，労f動者1曹の入社前生活史は，彼らの職歴を基躍に次のような特徴をもっ

ているということカfで、きる。

すなわち，第一に労働者層は，ある時点で炭鉱に入職し，閉山を契機に現南大夕張鉱lこ入

社しているという共通性をもちながらも，大手(とりわけ美唄)炭鉱での経験が長い (15年以

上)φ@I曹と，それが短かく (9年以下)，むしろ中小，下請炭鉱の経験を有する①層，・若手の

@層とでは，その入社前生活史において異なる諸契機を有すること。すなわち， 0⑤層が関山
をはさんでの大手(とりわけ美唄)炭鉱から南大夕張鉱への移動においても，家族を軸に仲間

とともに「生活の連続性」を有しているのに対し，①④層にとっては，これまでの閉山経験が，

それが大手炭鉱(本鑑層)への移動という意味において，一つの f転期jを形成しているとい

うことである。しかしながら第二に，炭鉱労働という激しい労働生活の開始は，冬層を通じて

労働者の生活史を大きく規定するものであること，そして過酷な労働条件による病気やケガな

どの事態は，労働者の労働生活にしばしば大きな影響を与えていることは看過できない。

第二節 各層労働者の入社前生活史における社会問題評価と労働総合評価の問題

しかしながら，前節で見たことは， 0@層労働者の入社前生活史が矛盾なく経過している
ことを意味するものでは決しでなく，また①@層労働者にとってのその入社前生活史が，r本鑑
志向の達成Jということにつきることを意味するわけでも決してない。何よりも第一意です毘龍

みた如く，石炭産業自体の“斜揚化"の中での激しい閉山，r合理fヒ」の過程を炭鉱労働者層は，
身をもって体験してきているのであり，かかる問題に対する批判，評価を，弱体化したといわ

れる組合に対する批判，評価を含みながら，彼らは当然に培ってきている。本節ではかかる問

題を深めよう。

初めに，各層労働者の社会的諸問題評価の特徴について見ていくと，労働者の答えのあり方
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には，炭鉱一組合の開題を中心に大きく三つの形が存している(表-11)。

調交lま，敗戦 ('45年)以降現在までを5年ごとに区分し，それぞれ「敗戦以降 5年J，r朝鮮戦争以
降の5年J.I安保翻争までの5年J，r高度成長の最盛期J， r過疎・公害が顕著になって以降，現在までJ
として，各期の社会問題への評価，当時の生活を還し学んだもの，の聞きとりを行なった。

第一は，社会問題への関心よりもむしろ家族を中心とした生活の防衛を中心に考えていたと

する⑬⑫各⑬⑪(④)⑦(⑤)⑬@@(①)⑪⑬(④)等のタイプ(1生活妨衛型J)である O
かかる労働者においては，r世の中のできごとにあまり関心はもっていない。平凡にまじめに働いて
きたJ(⑮)， r平々凡々に暮らしていく信念があるから，特に係という印象はないJ(⑥)， r家内にま
かせっきり。給料をそのままわたす。家庭さえうまくいけばよいJ(⑮)， r自分の性絡から考えて，政
治的なものにはあまり興味をもたない。家族を養っていくのに精一杯J(⑮)， r組だったからあまり関
係ないJ(@)など，とくに社会変化とはかかわりなく述べられる。最近の社会情勢についてはJ給料
上っても，諸物価の値上りの方的数しいJ(⑫)， r給料が上がったと思ったら，物備はドンドン上る」
(⑬)， r物価綾上げと公害には関心があるJ(⑪)など，物価問題に集中している。
第二は，社会変化の各期における賞金，人員整理，組合の指導のあり方の開題等，職場での問

題を指摘する③@②⑫(0)①(⑤)⑨⑪(①)等のタ千プ(1職場問題評価型J)である。

かかる労働者は，各期の職場をめぐる問題を次のように捉えている。敗戦-'55，r当時の炭鉱は花形
態業だったので，労働者の意識も高く総合も強カだったJ(⑬)，朝鮮戦争-'55，rレyドパージによっ
て，働くものは分裂しでは生きてゆけないという事がわかったJ(①)，安保関争， '56-'60 r安保の待

は組合の指示で動いた。自分自身はあまり興味なし o 共E主党が中心に活動していたJ(③)， 1ー"，一
;迎。炭鉱がどう生きるか。賃金ダウン，合理化はじまるJ(@)，高度成長， ' 61-'65， r政転溺争，炭労
の指導にふり国会れた。指導者に対する不信。社会主義，共藤主義には興味があったが，日先の関心は

賃金なのである。大きな政策関争にはピンとこない。得るものはなかったJ(⑨)， r第2会社がつくら
れ，事実上の閉山となった。しかし問ピメンバーが，第2会社に勤めることになるので，退職金が非常

に減った計算になる。結局会社にまるめこまれた。この頃から総合への不信感が生まれるJ(①)， r労
働者も金でごまかされるようになった。会社の方でも，もうけがなければいつでも人員獲理，閉山など

をやるようになるJ(⑬)， '66-'73， r共産党がいなくなった。この山に移るとき，共濠党は一人も採用

されなかったJ(昏)，r生活が以前よりも苦しくなった。過疎は必然的。機械化の影響で楽にはなった
が，仕事の震は多くなったJ(②)， r炭鉱事故が激増している。共産党員がF鉱(下請)で組合活動な
どみんなのために一生懸命ゃったが，閉山のとき就職あっせんをしてもらえなかった。労働者も同情し

たが，どうにもならなかった。会社が倒れれば，我々は生きて行けなしミJ(⑨)。

第三の「政治問題評価型j労働者(⑪(③)⑦(①)⑧⑤(@))の場合，その評価は，

今一歩労組の全国的活動のレベルや炭鉱政策ヘ向けられている。

すなわち，敗戦-'50，r戦時中の勤労奉仕からの虚脱感か残った。労働組合によって多少なりとも生
活の向上，安定が得られたJ，朝鮮戦争-'55，r'51年の全国ストによって残ったものは，石炭から石油への
移行。f騎争のための闘争jで労働者のためになるのかJ，'56-'60， r経営のいい山での48チャンピオンス

トで経営が苦しくなるJ，'61-'65， r政転闘争で上京した。多少成功した。あの時点では効果あったど66

-'73， r太るものはますます太る。末端の労働者はますますみじめになる O ず、っと働いてきた結果として

何があったか。一部の資本家を大きくしたにすぎない。老後の保簡など労働者の最終的なことを考えて

ほしいJ(⑬)。また比較的若い層1;):，'66-'73， r列烏改善論で中小企業がドロ沼におち入るのがつらいJ
(⑦)， r石油危機がさわがれているので，留内資源に政府がカを入れてほしいJ(⑧)， r国内炭を優先
してほしい。石炭はたくさんあるJ(⑤)など，政策批判を示す。

かかる社会問題評価の型の各層への分布を整理した表-12からもわかるように，1生活防衛

型J労働者は各層に存し，特にNA(NO ANSWER)を加えて考えれば，①層に多い型である
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敗戦 -'50 事君鮮戦争-'55 安保闘争'56-'60 高度成長 '61-'65 過疎・公害'66-'73 生活の年給額童書

③ レッドパージ。政治家に興味がな 安保の時身は組合の指扇で動いた。 移共産党がいなくなった。この山に
44 かった。 自分自 はあまり興味なし。共産党が中心に活動していた。 るとき共議党は一人も採用され 職場問題評傾姿

なかった包

⑬ {世の中のできごとにあまり関心は待っていない。平凡にまむめに働いてきた。) 生活妨衛型
54 

⑫ 給料も上っても，諸物価の値上りの方が激しい。 " 52 

葵 ⑥ 
告し 物質的なものがあったが，それ<tりに苦しくなった。(平々凡々に暮していく信念があるから，特に何々という印象はない。} " 51 

⑬ 47 
当だ時っ，た。炭鉱は花形態業だったので，労働者の意識も高<，経告も強力 人員懇震が美嘆ではよくあった。 労働者も金でごまかされるように

本は，人会が社やのめ方よでうハと患ンっをておさも~今ぃ度。 なった。会社の方でも，もうけが 職場問題鰍価型
唄 主ければ，いつでも人員量産理，期 組合も翁くなってきた。

自陣ける人1;1:，他の炭鉱へ行った。 liJなどをやるようになるロ

⑫ 47 
ロシアでむこうの人と一緒に働く。

特別ない。
軍内にまかせっきり，給料をそのままわたす。

生活防衛型
日本人は大事にしてもらった。 家庭さえうまくいけば良い。

@ 出

上戦労時働，組中安定，合勤。→労多奉世f主士→り産と税も感生。活の向 -希51鏑っ年争たののも全のたE雷めは的何のな鱒か63争むス石Jト炭で。→'こ労右山れ働?鴻で由者 4い8.山でチ)ャ→ン経ピ営オ苦ンスLくトな(緑る営。のい
政転斗争で上京した。 太る者はますます太る。末端の労

多合成功した。世界約主役会情事事 働者はますますみビめに在る。ず

⑬ 46 {エネルギー革命)あの時点では っと働いてきた結果としてf可が

のために在るのか。 効果あった。 あったか。一部の資本軍を大きく 政治問題解鏑型

身 したにす考ぎない。労働者老の後最終の保約
降主ことを えてaしい。
など。

ニ政動弁策。よニり池も…賃暗上且告げのに必ま饗かせかてらのい運た。
生活が以前より苦しくなった。過

② 43 
正車i主必然的。機械化の影響で楽に

職場問題評鏑豊富
は在ったが，仕事の援は"くなっ
l~ 。

そ宮

組合ができたこと。生活商，仕事 S 30年頃より j合理化J が出て〈 県高山によってずっと働いてきた茂
喜重での条件がこれにより，か〈まり る。 尻炭鉱より今のタ猿にきたこと。

" 改善された。

の
S20年代童ベの主料難から，米など1:< 羽繰にいた頃，社宅の火ヵマ事鷲によっ

他
⑬ とんど れ奇かった。 てそうでなくても生活 しかっ (家自分族のを性養格ってかいら考くたえてめ，の政に精治一的廊な。ものにはあまり興味をもたない叫J 生活防衛費型
46 扶たの養にも，大変一。層苦しく在る o 軍主主の

のレはァ分ド裂皿パしーてはジ生によきてって噛，け働.(J:いくもと
第2会社がつくられ，事実上の閉 機械化はすすんだが，切り端の仕

業
出と.(J:った。しかし，周ピメンパ

事は変わらない。
いう事がわかった。 ーが第2金会社に勤常めることに在る

積 ① 
ので退職が非 に減った計算に 職場問題評{彊製

⑥ 39 なる。結局頃， 会ら組社合にまるめこまれ
出 きた住。ま この か への不信感が

れる。

身 ⑦ 列島改造論→中小金業がドロ沼に
37 bちいるのがつらい。
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社会変化のやで学んできたもの一一当時の生活(2)

敗戦~・50 車高鮮戦争-'55 安保闘争'56-'曲 高度成長 '61-'65 過疎・公害・66-'73 生活の年輪類製

社会に投げ出される。しかL，正 労働者の世界にとびこんで過去を ニ弁・ニ池。 政転止斗。→争指。導炭労者の指導にふり聞き 続炭縫「鉱箆L う事機械依の激に増よる→事不慣放は火の気を直告人濁ばかりではない。生局の 忘れて， til分がこれ Lかないと頑 炭合鉱理がどう生きるか。貸金ダウン。 れ に対する不f君。校 !t れ
gを抜くよう寄生活。筋ちゃん脊 張った。奮しかった時代。 化はじまる。 会主義，共産主義には興味が前か 有化」→私企業ではo炭鉱は存
ちの鼠分としては，利用されるば レッド・パージ。不景気になりは らあったが 目先なの関斗心は黄金な

公害事筒主EいE→。炭鉱のきたない水を流かり。社会に対する不満.人絹不 ピめた。→合理化。 どである。大き 政策争にはピ

⑨ 
f言つのる。 ンとこない。→得るものはなかっ

共L産て党い員る。が~t菱で 総合活動など~日。 職場問題評価裂K みんなの止めに一生懸命ゃったが，
47 銅山のとき就職めっせんをしても

らえなかった。労働者も同情会し社た
がが倒，どうにも告らなかった。
れれば，我々は生きて行けな

し、。

そ⑬
牛一頭いたので草刈り→~績がい 北海道寒い。 給料が上がったと(思、ったら，物ら)価。

@ やだった。 電気がなかった。潟爺丸。十勝沖 はドンドン上る 2年俊樹か
生活防衛型O 東京町土方一朝鮮人などに世話に 地鍍。

40 なった。

の 3⑬O 9 (級だったからあまり関係者い) " 

他
親苦労も良い L，末本た子。金Eだが詰のっ1たので別に⑫ は~かっ 補助で農業良
O 
をffなfう圭s 資 -2年は " 39 いが， 1&1;):掛か~PQ

S 39年以縛，組をわたり歩<OM 最近は;JjJ幌の時より，政熊府援山を強〈

⑫ O 系夜に弟がい。重て量当あ惑大寺霊先童山の紹介あり、
感ビる。あと 2年で 助打切

絡になる 轄と組では2 り。それが不安。 験場問題書事繍型

39 万円の賃金 り。組では，ポー
ナス等の支給もなし。

⑧ 石油内危資機がさわがれているので，
箆 源に政府がカを入れてほし 政治筒額評{面壁

29 し為。

@ 物備f卓上げと公害には関bがある。
生活防衛型身 25 

③ 
石をはじめた(愛お会)。炭伎の残

そ管

食料一ごはんを宜べれなかった。 f喝心主し。組にはいって.一生懸 この頃から物俸が上ってきた。生
なっぱの中にごはんが告し。 命ゃったこと。 活i可1::か楽になるん Uゃないかと 飯なげたり Lて， 111もにどってき

生活防衛型
怒ったが。 ている。へたしたら，ここもごん

33 
なになるんじゃ辛いか。

。〉

他雪 閣内炭を優先Lてほしい。石炭は
たくさんあるo 政治"'，題喜平僑裂

30 貧乏人はいつまでも貧乏人

表-11-(2) 

H
C
H
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事長一12 生活史の類型

ふプ監建主 生活防衛型 職場問題詳儲型 政治問題評偲裂 NA 言十
美唄 ⑬⑫⑥⑫  ⑬②③  ⑪ 8 

③ 
O ⑬ ⑫ ⑫ 3 

美唄 ① ⑦ 2 
⑤ 
K じむ

三官唄 ⑮⑬ 2 

K ⑨ 1 
① 
C o ⑫ @ つ、J

O ⑬ ⑫ 2 

美日員 。 ⑧ 2 
③ 
O ⑬ ⑤ 2 

言十 10 7 4 5 26 

が，この型の労働者からは，具体的な社会問題への評備は開きとれず¥「王子凡に生きてきたJ， 
「家族を養うのに精一杯だったj日常的な生活の努力が示されている。しかし，高度経済成長

期以降の諸物価の高騰などは，かかる「生活防衛jをも脅かしてきているのである。

@⑤層に多い「職場問題評価型」労働者は，企業の施策，労轍組合運動のあり方，とりわ

け指導のあり方をや心に，職場でのその現われに対する評価を積み重ねてきている。そこに存

する一つの軸は，敗戦以降10年位の聞の組合の強力であったこと，及びレッドパージの影響ー→

三井・三池闘争及び安保闘争に組合の指示で動いたことー→政転闘争以降の組合幹部への不信，

会社側の関山・人員整理攻撃の影響ー→企業の管理の浸透・共産党員のパージ，として抽出で

きょう O そしてこの中からは， '60年安保闘争を項点に，閉山を伴なう企業側の人員整理等の攻

撃が強まる一方，組合が弱体化していることへの彼らの批判が，自らは組合の指導層に一定の

距離を置きながらも，彼らのうちに定着していることを読みとれる。

最後に，@騒の 2名を含む「政治問題評価型」の労働者にあっては，⑬(0)のように自
ら労働運動にかかわる中での社会体制批判や，⑧⑤(④)など自らの閉山体験を土台に，政府

の石炭政策への批判が存している O

ところで，問題を各期の組合活動にしぼるならば，各層労働者の批判が顕著に存すること

を見い出す(表-13)。

まず各層の美唄鉱出身者の美唄労組に対する評価を見てみよう。 '50年代~'60年代前半の

f安保闘争J前後の時期には，r現場の意見を会社に反映させようという姿勢が組合にあったj
(①ー⑤)が， '65年美唄への第2会社設援の頃から，r関山への恐怖心，会社がつぶれれば自分
もないという企業内性格が現われるJ(①)と評され， '68年美唄での災害抗議スト以降は.1不

活発，妥結時点が早くなるJ(②一④)， r会社が利口になったJ(⑥一0).1組合幹部への不
信，政治的なことは期待できないJ(⑬ーo)，r活動が計画的になる。会社と組合が協調的に
なるJ(⑫一0)というように，閉山攻撃のやで弱体化した組合に対する不満，批判が，とり
わけ④層労働者を中心に共通に立ち現われていること，さらにこの期の組合活動に対し肯定的

評価をしている⑬⑪なども，南大夕張鉱の組合に対しては，rあまり期待できないJ(⑬) ， r会
社にふり自されて弱いJ(⑪)というように，美唄出身のすべての労轍者が，現在までの組合
活動の弱体化を認めてきているのである O かかる認識は，他鉱出身者においても見られ， '68年
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表一13 各層労働者の組合活動への評係

話
， 45 ， 50 ， 55 

三井・'三由池。翻争 第奨2町'民6会5lこ社 葵災'畷害68南援大閥'70抗タ 奨閉，7畷山2 

②三治労組は強い。 ②不活発，妥協時点が早くなる o

⑤会役が干IJDになった。

ヨ尾 ⑬・68災害で組合が強くなった。

南大夕張的組合にはあまり期待できない。

喫 ⑬ストをよくうっていた。 ⑬組合幹部への不信。政治的なことは照待

出 できない。

@百舌動が言f磁的になる。会社と組合が
身

協調的に。

③ ⑬ここ10年，話し合いが減ってきた。

⑫O総合ができ，労働，生活条件 ⑫O要求が次第に質上 ⑧O労使ともなれ合ぃ的。関山にとも奇い炭

そ よく'"る。 IJ'，厚生問題になるD 鉱自体の弱体化。ストできない。替のよう

の
組合が徐々に弱くなって な組合は建めない。

いる D ⑬0緩合の弱体化。閉山が矧っき二級合ががん
?也

⑬O団体交渉ができる。 ばってもどうしようもない。人間鰐係のもつ

れもてもてくる。

5建
①現場の意見を会役に反映させようと ①閉山への慾怖心，会①幹部が未熟，総合員の機成も

担員 いう姿勢が組合にあった。 祇がつぶれれば自分も 変わり，労働運動へ関心低〈

⑥ 
出 ないという企業内組合 寺る。

身
約性格が現われる。

業
母》組合の話し合いがあると入坑待濁をず⑬会社が強いのか，綴合は弱い。ロ且

出
らしてでも話し合いをした。 (入搬寺聞が来ると話をやめる)

j身

鵠呈)⑨+の組合は慣れ合ぃ。上の政策に

そ す，f-r，選挙も顔を売るためで，あ

@ 
の

まりのり気lこ岳ちない。

⑬仲濁を大切にしてくれた。

他
⑬O古い人ばかりだから組合のいうなり。

⑬O〈いうことないよくやって
れる。

主著 ⑧閉山で集まった人のより合い。

建国 ⑫美唄は総合が古〈長い。しっかりしていた。

t担 ⑫会社にふり回

身
されて弱い。

③ 

③O現在はかなり紡織内で自由にな

そ った。

⑬OMに輩てから，組合はかけ声ぱ
の

かり，ストに入る鵡に話Lて決ま

地
ってしまうみたいだ。
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以降，他の大手においても，r労使とも慣れ合い的。関山に伴ない炭鉱自体の弱体化。ストでき
ない。普のような組合は望めないJ(@一@)，i組合の弱体化。閉山が柑つぎ，組合ががん張

つでもどうしようもなしミ。人間関係のもつれもでてくるJ(⑬ー@)など，関山に伴なう組合

の弱体化を指摘する声は多い。また南大夕張鉱労組に対しでも，rいうことなし，よくやってく
れるJ(⑬一①)という評価もあるが，r組合はかけ声ばかり O ストに入る前に会社と話して決
まってしまうみたいだJ(⑬ー@)という実感をもっており，下請出身の⑨(①層)なども，

f今の組合は慣れ合い。上部間体の政策にすぎず，選挙も顔を売るためで，あまり乗り気にな

らない」と手きびしい評価をしているのである。

このように，企業の閉山攻撃の中での組合の弱体化はJ生活防衛型j労働者も含めて，多

くの労働者がこれを指摘しており，仁やでもかつての組合からの経験を有する@(1)層がより明瞭

な批判をもってきている G これに対し，①④層では，そもそも'68年以前の組合経験をもたない

者が多いが，南大夕張鉱の労組に対しでは，その弱体化を指摘する声が少なくないのである(か

かる点は，第三主主でより詳しく見る)0 

以上，本章において労{勤者の入社前生活史について見てきたことをまとめると，第一に，大

手炭鉱(とりわけ美唄鉱)醸の長い@(1)層労働者は，現南大夕張鉱へ至る経路において，仲間

とともに一定の生活の連続性を有しており，彼らの中には，戦後の炭鉱の歴史の中で， '60年前

後を境に企業の閉山・人員整理の攻撃が強まってきていることや，組合がかかる事態に対処し

えず弱体化してきていることへの批判を有する者が多いこと O 第ニに，中小・下請炭鉱での経

歴を有する①層労働者は，関山を契機とした大手炭鉱採用という一つの生活の節をもっており，

「家族を養うのに精一杯」だった者も多いが，やはり組合の弱体化への批判が見られること。

第三に，若手で，短かいが大手炭鉱での経験を有する④層労働者は，大手炭鉱入職を一つの転

期としており，組合批判ももっているが，むしろ関山経験を石炭政策の開題として意識してい

ること，かかる点を指摘することができるだろう。

注

1 )かかる生活史分析の課題と方法については，布施鉄治，書官掲「本士会機構と諸{閤人の社会的労働一生活過穏J，
北大生活社会学研究会「炭鉱労働者の生活誌J1975年，小林F書偽前掲「炭鉱労働者の生活史分析に関する
一考察j等を参照。

第五章各層労働者の職場問題評価の特徴と共通要求

前章で見てきたように，南大夕張鉱本鑑層には，その社会的属性を異にする@~④の四つ

の層が存した。しかしながら現在，各層労観者は，第一章で見た如き，南大夕張鉱の能率主義

的協業組織のもとに編成された職場生活を営んでいる O

かかる点を踏まえて，本章では次のことが問題となる。各部門(職場)における現在の職

場生活は，各層労働者のそれ以前の職場生活に対し，いかなる形での「変容Jを示しているの
か。そして彼らが共有せる労働諸条件(とりわけ賃金の問題)に対し，彼らはいかなる評価を

しているのか。そして彼らは，かかる諸問題をどのように克服しようとしているのか。そこに

は，獲によるどのような違いが存し，また各層に共通な要求はどのように生成しているのか。

かかる点は，現段階の労働者の「労樹者集団J，r協鶴jの情題を考える上で一つの予がかりを与
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えるであろう。以下，第一節で各層労働者の職場生活の変容(労働，職場のインフォーマルな

関係，保安状況の変容)と労樹諸条件に対する評価を見，第二部では，それらの問題を克服す

る方途及び組合や政治に対する評価について見ていこう O

第一節 各層労働者の職場生活の変化と労働諸条件に対する評価

まず、初めに，以下の分析の前提として，各層労働者の境部門への配罷及び'73年10月の黄金

についてその概略を見ておく (表-14)。ここでは，掘進部門に①④層が比較的多いこと，そし

て黄金は①@層の方がむしろ多いことを指摘できょう。

さで，南大夕張鉱の採炭，掘進，仕繰における機械化の労働過程に及ぼす一般的影響につ

いては，第一章で、，採炭における労働の流れの円清化，撮進における機械主導的な労鋤強化，

仕繰にわける従来通りの作業様式と波及的な労働強化として示したわけであるが，ここで表-

15によって各層労働者に分けて見ていくと，掘進， f士繰部門においても，①層の⑬⑮，@層の

⑤など，現南大夕張鉱入社の直前に美噴以外の他の大手炭拡にいたものは，むしろ仕事が楽に

なったとしていることがわかる。逆に言えば，掘進， f士繰部門における，@⑤層の美唄出身者

や，①層の下請から来た⑫などに南大夕張鉱における機械化は，労働の強化として顕著に現わ

れているのである。

しかし，現在の職場では，仲間と話す時間は，採炭部門の@層や①層の一部を除き，多く

の労働者において減ってきている(表-16)。それは，機械化の影響というばかりでなく，昼休

み時間自体の返上もかかわっていると忠われる。

職場の保安状況の変化は，表-17に児られるように，全体として良くなっているとする者

が多い。その内容は，一つはガス抜きの整備であり，測定メーカーを切羽にそなえ，コンピュ

ーターによる制御を行なっている点である。もう一つは，エアープラスターの使用による引火

の危険性の減少である。しかしながら，rガス以外は美明よりもルーズJ(⑬ー①)と指摘され
る麗もあり，特に抗内状態が惑い南大夕張鉱.では.r払いそのものも傾斜がある場合には危検J

(採炭，⑬一@)であり.r美唄よりも盤ぶくれ等，危険度が高い」状態にある。さらに「出炭

を上げるため， (保安は)無視される傾向に為るJ(掘進，①一⑤)という評価も存する等，坑

内条件の劣悪さや，能率主義による無理な作業は，末だ多くの保安に関する問題を残している

のである。

かかる職場生活の変化のもとで，労働者の疲労は明らかに増大している。表-18に示すよ

うに， 21ケース中9ケースが f疲労はひどくなったjとしており，とりわけ，労働の強化が進

んでいる掘進， f士繰部門の@(li)膚労働者は，かかる疲労の増大を訴える者が多い。

掘遂ではJ精神的に疲れる。雑音，命の危険。 iaEE鉄柱などひどく重い上に，人間も機械と一緒に

動くJ(⑫一③)r特に精衿的疲労。機械のサイクルに合わせなければならないのでJ(①ー⑤)など，
機械主導的な労働による精神的疲労の増大をあげており.f士繰で、は，rドラムカッターで出炭援がt替え，

運ぶ最も増加J(③一③)，r他のところの能家がどんどん上がっているからJ(⑫一③).rオートメー
ションで機械に追われるJ(⑦ー⑥)など，他部門に引きずられる形での労働強化の影響を指摘する。

さて，かような点を踏まえて，各部門における各層労働者の賃金額に対する評価を見ると

き(表-19)，全体として「まあまあJないし f安いJとする者が多いのは当然で、あるとしても，

特徴的な次の点を指摘できる。
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表-14 各層労働者の現部門及び73年10月の賃金

Fう 73. 10 P1 tを余
}留

107J~ 12万~ 147:i~ 16万~
採炭 搬送 f上繰 j軍搬 10万末満

12万米満 14万末溺 16万米i鵡 1871末i務
18万以上 不明

③ 
cg:⑬⑬⑤ ⑫ ③@宣告③ I[j) ⑫ ③⑥ ③ ⑫@色⑫

@Qj) ⑬⑬ 

① 
① (J) ③ ① ③(J) 

の
@⑪ @@@ @~附 ③ 立災D⑨ 重量 ⑬@@  

③ 
。 ⑤⑬ ⑧ @ 。 ⑤ 4主

」一一一 一一

表-15 労働過程の変化

〉〈: 採 }茨 掘 進ー 11 繰

き定 ⑫美日貝とあまり変わら辛い。 ⑫人路も機械と一緒に動くように ⑬変わっていない。滋呉もつるは

② 自走枠の使用で楽になる。 なる。 l，スコ yプ，のこ，まさかり

エア・プラスターて守労働がスム 等つかっている。

ーズになる。

③ 
唄

そ ⑬機械によって身体が楽になる。 ⑫ f士繰りは脅から機械を使わず。

の
労働能率も上がる。 しかし，採決，綴遂の機械化の

分， f士繰りもきっくなる。
他

① ロードヘッダー導入により変わ

った。分業で一人一人が歯車に

⑤ なる。労働中，患が抜けず，機

械に追われ労働強化。

験

そ ⑬;pj幌より楽 ⑫時限が厳格になった。切羽への ③毎日が生産f意向上。機械化，合

到主主時間が綬かいので長時間ft 理化，楽になるが反醤苦しい。

① の ⑬労働条件，良くなった。 f士泰も ⑫パンツアーがf主えるようになっ

前の戦場より楽。 て，仕事の上で余絡。

他

三を
⑧ 奨R員と変わらない。

③ 
唄

そ
⑤ ここの方が機械化していない。

他の
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署長一16 戦場で仲間と話す時間の変化

;可 ふ え た 変わらない 減 つ た

採炭 掘進 f士繰 採決 掘進 f士繰 採炭 掘進 f士繰

美唄 。@ ⑫ ⑪ 
③ 

その他 o 
⑤ 美唄 ⑦ ① 

美司貝 @ 
① 

その他 ⑪ @ @ 

③ さ定 唄 @ 

表-17 保安状況の変化

良くなっている 変わらないーその他 悉くなっている

採 炭 掘 進 f士 繰 f采 灰山 掘 進 f士 繰 採 炭 掘 進 f士 繰

② のれガでてス重がい視多るいさ
③ 

富前蹴じ~安四がお〈
⑫ 保剤安。ぐっ使

⑬ 懇美危唄ぶ険度よく高れりい等も美

唄
⑬ てる。

出

③ 身
⑧ 

そ
@。エ7・プラ

⑫ 弘のあは危いもる傾場険その斜合。もがにスタ警…に函よ
の でり， 向
f也

美 ⑦改善された
① 出無傾げ視炭向る量たにさめを上

唄出身
れる

③ ある

そ町他

葉唄 ⑬ 安な全っ性た議。く ⑬ 葉ガル司ス…自以よズ。舛り4も1 

出身

⑬。無線を?っ ⑬cガス抜ピきを ⑨し民肉気要。がヒ。一火番重町

① 
て島いる ら コンュー

そ "， タ山でやっ
ているo

@。議i:i
の

他

っくしている

美出唄身 ③ゃっτフ。いる ⑫たいしてよ
と恕 くない。

⑤ハ"昆人簡1〈1のなっ力と

③ z ピ
り コンピよ

⑬2F の

f也

Jt 2 4 6 4 1 1 2 1 2 
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表-18疲労凌の変化

軽く なった あまり変化しない ひどく なった

採 灰 綴 進 f土 繰 t采 炭 掘 進 f士 繰 t呆 炭 掘 進 f士 繰

② tヨ走 ⑬ 。 ⑬ ⑫一幸語字申 ③ ドラ
枠のf史朗 ⑫ 的に疲れ ムカッタ

美 lこより。 る。雑音。 ーで出炭

⑥ 命の危主食。 室盆カサ瞥え，

R狽 油圧鉄柱 遂ぷ長まも
などひど !i事力日。

tドs く重量いう
えに人間

身 も機械と

③ いっしょ
に動く。

⑬ ⑫ -f也の
そ ところの

能主容がど

の んどんi二
がってい

f也 る治、ら。

き定
①一特lこ ⑦ーオー
精神的疲 トメ ン

q民 労。機械 ョンで機
。)-1ナイク 械に追わ

出
Jレに合わ れる。

③ 
せなけれ
1;1:いけな

身 いので。

そ
。〉

f也

実nll ⑫ ⑬一連動
しないだ

出身 It楽。

電})C
。⑫媛 C 

③ Kベテ ⑬ 0ーお

そ C辛子千 ランだか ろし， σ〉
眠不足o ら疲労は I玄りは疲

しないよ れる。
うにする。
労働は楽

① 
(!) になった

が半面，
作業援が
土質え，fjl']

他 じこと。
⑫ O仕事
によって
ち:IJ<う。

⑪で一は重量量産関い
⑧ 

美 も(/)，うfな

かった。

唄 ここて込1;1:
70kgの鉄

出 校， 30kg 
のカッベ

③ 身
ても腐っ

てきたら
ク約ッタリ。

そ
③ 0坑内 ⑬ O う
温度がや まく機械

の
や低い。 をf史える

人， f;受え

f1l!. 
ない人で
援がある。

言十 3 2 2 4 l 3 2 3 4 
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表一19 賃金額の評価

〉対 tミ L当 方 ま あ ま あ 安 p 

採 炭 掘 進 f士 繰 採 炭 掘 進 f士 繰 採 炭 搬送 f士繰

③ 
美自民 信ゆ@⑬ 器 ⑫ 窃⑭

その他 ⑬ ⑫ ⑫ 

⑥ 
美日貝 ① IJ) 

そのf-l:!!. @ 

① 
美自良 ⑫ ⑬ 

その他 @ 。@ ⑫⑬ ⑨ 

③ 
美唄 。 ⑧ 

その{也 。 ⑤ 

計 l 2 2 7 2 2 1 3 6 

表-20 現在の賃金体系に対する評価

常 定 的 どちらでもない 否 'JE (J~ 

採 炭 搬送 f士 繰 t采 炭 掘 進 仕繰 f呆 炭 綴 進 佼 繰

③吉E亘転車台 ⑬@  ⑥筋肉労 ⑫年をと ⑬残業し
の方が{動 働だから続， るほど給 ないです
きiJずいカf f本カカず 料安くな むように

美 ある。 治、な L当。 る。 革審本給を

⑬金協定賛 ふやす。
が良いo

③ 狽
②は安能定率給し

ないので
かなわな
しミ。

そ
⑬替のし ⑫ ⑫議室電給
きたりだ が掘進，

の
からどう 採炭の進
しようも 行程度で

他
なPo 変化する

のは関る。

①感問題は ⑦ 
美 じてい

ない。華民
合のプー
Jレ帝IJても手

⑤ 唄
取りは安
主主。

④(運搬)

そ 残業を50

他の
日寺;関しな
ければギ
リギリ。

美唄 ⑫ ⑬ 

そ
。率がよ ⑫ @ ⑫ ⑬良い月 ⑨ 

① 
しミ。 (;f均、りて芯

;まない。
の 回定給多

他
いガが良
しミ。

⑧ 。は毎能率給
美 月ア

ンノ〈ラン

ス。問主主

③ 
申告を多く

日If! してほし
Po  

そのf也 ⑬ ⑤安すきQ
る。

.it 1 。 1 4 4 5 4 3 4 
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第一iこ，とりわけ労働強化の進んで、いる掘進，仕繰部門労働者に「安い」とする者が多く，

比較的労働過程がスムーズになったとされる採炭部門では，rまあまあjの賃金であるとする者
が多いことである。第二に，@⑥層(とりわけ美唄出身の)には，1安しりとする者が多く，①

腐には「まあまあjであるとする者が多いことである。すなわち，賃金額に対する不満は，最

も労働強化を被っている掘進， 1士繰部門における@⑤腐を中心とした美唄出身層に集中してい

るのである O

職場の能率主義化を規定している現在の賃金体系に対する不満は，より広範に存している

(表一20)。すなわち，それは採炭部門の美唄出身層や，①}警の一部も含み， 11名の者が否定的

である。

否定的意見は，ri本カが就かないJ(⑥)，r年をとるほど給料安くなるJ(⑫)，r安定しないのでか
なわないJ(②)， r残業を50時間しなければギリギリJ(④)など，中高年になって以降の無用，残業を
強制されること，収入が不安定になることを指摘している。

しかし，①騒の多くはやはりそれほど問題とはしておらず，③(@)，⑪(①)など北較

的若い労働者は，1能率給の方が働きがいがあるJと肯定的評価をしている点も看過できない。

以上のように，南大夕張鉱における能率主義的協業組織は，とりわけ掘進部門，仕繰部門

の①@層労観者(とくに美唄鉱出身の)及び一部①層労働者にとって労働強化として顕現し，

彼らの職場で仲間と話す時間をも耀縮せしめている O そして保安の酉でも，ガス抜設備等の前

進はありながらも，坑内条件の極端な悪さや能率主義の影響は，掘進，仕繰部門の保安状態を

悪くしており，かかる部門における@Ch)層労働者，一部①@層労働者の疲労は増大してきてい

る。かような事実は，現在の賛金額に対する評価をも規定しており，不満は彼らに集中してい

るのである。しかしながら現在の能率主義的賃金体系は，採炭部門の@層労働者も含め，より

多くの労働者の不満を受けている。

すなわち，美唄炭鉱での職場生活経験の長い④⑥層労働者(そして美唄出身の④層労働者)

は，南大夕張炭鉱の能率主義的協業組織のもとで，とりわけ掘進， f士繰部門においてその労働

強化を強く被っており，賃金額への評価に見られる如く，層として強い不満を有してきている。

そして，年功に反する能率主義的賃金体系には，比較的労働の流れが円滑になったとされる採

炭部門の@層労働者も反対しており，かかる点に美唄出身勝としての要求の共通性が存するの

で、ある。

これに対し，中小下請経験の長い①層労働者は，全体として現在の体制に肯定的な者が多

いが，掘進， f土繰部門におけるある程度普選的な労働強化や労働条件の悪さは，彼らの一部も

これを被っており，能率主義的賃金体系に対する彼らの一部の反対も含めて，かかる点で，美

唄鉱出身の@Ch)層労働者との共通要求を生成せしめているのである。

第二節諸措層労働者の問題解決志向一一一諸機関への要求と社会関係のネット

各層労働者は，前節で見てきたような職場の問題構造のもとに置かれているわけであるが，

かかる問題をどのように解決しようとしているのか。その際に，彼らは，どのような社会関係

のネットを形成しているのか。そこでは，労樹組合はどのような役割を果たしており，また彼

らは何を組合に期待しているのか。さらに，彼らの将来志向，政治への要望はどのようなもの

なのか。そしてそこには，各層のどのような違い，そして共通性が存するのか。こうした問題
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が本節の分析課題である。かかる点は，より高次の社会機構へ開かれたものとしての現段階の

労働者の協働のあり方に連なる O

表-21 労働条件で今一番問題なこと

層¥¥嬰fj f菜 炭 指霊 進 f士 繰

美唄
⑫番方 ②保安 ③能家主義

④ 
⑬能率主義 ⑬保安

⑬保安 ⑫労働強化
その他

⑫保安

⑤ 
美唄 ①能家主義 ⑦なし

その他 Gむ(運搬)人員構成
美唄 ⑫なし ⑬坑内状況

① 
その他

⑫坑内状況 ⑬能率主義

。なし

美唄 ⑫ jJ働時間 ⑧なし

③ 
その他

⑤坑内状況

⑬なし

さで，各層労働者が，労働条件で最も問題と感ピているものは，表-21に示した如く，保

安(坑内条件)と能率主義の問題である。そしてかかる指摘をするのは， 0CD層に多く， @)@ 
層には「なし」と答える者も多いことは，前節の分析からも理解できることであるが，ここで

より重要な点は，かかる問題に対する解決方向の違いである。すなわち，表-22で、示したよう

表-22 労働条件の問題の解決の方向

解¥礎j 1:1< 炭 捌 道主 f士 繰

⑥ 組合を中心iこして会事土にか 。 月給制はいいとしでも，義
美 2員 ヵ、る。 本書雪金を犠オーする。坑道のf巣

⑬ もう少し能惑を下げる。 待。軍主宰華貨の設霊襲。

③ ⑮ 上先進をきちっときり下げ， ⑫ 1-2mおきに鉄柱をはめ
パンヅチを確実にし屋E誌を ること o 人民を増や・す。

その他 ょくし，坑道を広くする。そ ⑫家旅に対するf采F章。市や国
うすることによって，ガス主左 はめんどうをみでほしい。帝IJ
が完全になる。 度的保障がほしい。

美畷
① 働く仲間の意志統一が必婆。
総合幹部に働く人間の毅身に

⑤ なっで考える姿勢が必要。

その他
④ (運搬)
組織で自分逮で解決。

美畷 ⑬係員に言う。

① 
その他
⑫会社に対し，組合のト yプ ⑫転殺を考える。
が強<fi動きかけてほしい。

。時間的にはやらなきゃなら
ならないし，よその切羽では

美 2員 うまくやっているらしい。貴君

③ し合いか何かの方法で。みん
なか禄巨合にあまりいわない。
これがき当り前だが。

その他 ③現在の企業では無理。

に， 0CD層においては，r組合を中心にして会社にかかるJ(⑥)， r働く仲間の意志統ーが必要。
組合幹部に働く人間の親身になって考える姿勢が必要J(①) ， r組織で自分違で解決J(④) 
など，自ら組合へ結集して会社に対し改善させるという志向を有する者が少なくないのに対し，

①@層ではJ現在の企業では無理J(⑤) ， r転職を考えるJ(⑪)など消極的な対応もあるば
かりか，組合による解決をあげる者でも，r会社に対し，組合のトップが強く働きかけてほしいJ
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(⑫)というように，受動的

な対応、をする労働者が多いこ

とを指摘し得る。

かかる問題の基底には，

彼らの入社前生活史で培われ

た労鶴組合に対する評価の問

題が存する。表一23で見る如く，

美唄出身の@Ch)層労働者は，

「幹部が会社のいうなり。労

働者の気持をつかんでいない

のでいっても仕方ないJ(⑬) ， 

「もっと不平不満をとり上げ，

戦闘的になることJ(⑥) ， 

f生活に密着した要求をとり

上げ，かちとってほしいJ
(⑬)， r労働者の要求を実現
してはいリ(②)，r幹部が
労働者の立場で活動することJ

層

③ 

⑤ 

① 

③ 
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袋一23

前職 ケスー 労働組合への期待

⑬ 
幹部が会社のいうなり(美噴出身の幹部は 2人だけ)。
労働者の気持をつかんでいないのでいっても仕方ない。

美唄
⑤ もっと不王子不満をとり上It'，戦闘約になること。

⑬ 
生活に密着した要求をとり上げ，かちとってほしい。組
合ぐるみの代表(国会)選出にはあまり期待できない。

③ 労働考の要求を実現してほしい。

⑮ 生活向上，炭鉱の鴎有イヒを望むが，むずかしい。

O 
@ 
関山をおしきれるような組合になってほしい。委員長，
芸書記長もそれをよく理解してほしい。

美唄 ① 
石炭産業自体の復興。幹部が労働者の立場で活動する
こと。

K 
⑨ 閉山の時代は終わった。今後，閣がどう出てくるか。

G もうちょっと強く。

美畷
⑧ ない。労資協調が良い。御用総合l主的るが。。もっと強くなっでほしい。
⑬ 閉山で、あまり期待しない。

O 
⑤ 
う合の衆。労働者の要求をすべてかちとる関争をすべ
ベき。会社と幹部の憐れ合いがある。

(①)など，自分遣がもっている要求を組合が吸い上げていないことに対する批判をもってい

るのに対し，①@層の美唄炭鉱以外から来た労働者は，r閉山であまり期待しないJ(⑬)， r閉
山の時代は終わった。今後，国がどう出てくるかJ(⑨)など，閉山問題の前で，彼らにとっ

て，組合への期待はさほど強くないのである。すなわちこのことは，美唄鉱において，職場へ

の会社の「合理化Jの浸透と，それに対する組合の闘いの経過を自らもその一員として経験し
てきている膚と，何度かの閉山に脅かされ，個々バラバラに大手炭鉱へと移ってきた層との，

現在の弱体化した組合に対する期待内容の違いを端的に物語っているといわねばならない。

しかし，かかる①@腐のかかえてきた問題は，実は現在も相変わらず深刻な問題として，会

炭鉱労働者の前に存している。表一24tこ見るように，各層を関わず半数以上の労働者が，南大

夕張鉱移行後3年もたたず、して，すでに転職を考えており，その理自に「炭鉱の将来性jすな

わち“関山の可能性"の問簡が存しているのである。転職を考えていないとする労働者も，r子
どものことを考えるとやめられないJ(⑬)，rなるようにしかならないJ(②)， r閉山までこ
こにいたいJ(⑫)， rよい仕事がないJ(⑧)ときわめて消極的である。そしてかかる問題は，
とりわけ①@軍事労働者において，関の石炭政策への要望として現われている。

以上のように，現在の職場生活上の開題に対する解決方向は，④⑤層において組合への結

集の方向で考えられており，実擦にはそれをなし得ない組合に対する批判が彼らには存するこ

と，皮対に①@潜では，職場生活上の問題を指摘するものが@Ch)層よりも少なく，しかもそれ

の解決方向は個別的対応であること，そして①③層はむしろ関山の問題を大きく捉えており，

石炭政策に対する要望を強くもっていること，そしてまた，かかる閉山に対する不安は， @Ch) 

層においても基底に存しているということ，かかる点をここで、は指摘できょう。

しかしかかる諸問題解決の志向性は，現在各層の内外で有機的な結合をもっているのであ
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表-24転職志向，政治への善悪望

、転車遣を

考えて
その理由 政 治 J¥ の 事F 言霊

p p 

な
る Lミ

⑬54 O なし
美

@" 

@51 O 退職に近い。 なし

R民
子どものことを考える

⑬" O とやめられない。 厚生年金制度確立を。

@" O 
子どもがおて，良いf士

特にない。あまり考えていない。
事があれば。

③ 出
現在l主著まえてないが不

⑬.. O 安がある。 様利厚生。

③" O 将来の問llJを考える。 閣は石炭産量業に本腰を入れるべきであるo
身

なるようにしかならな② .. O Lミ。 組合まかせ。

@" O 
今のところもいつまで

物価の安定・石炭産業の安定化。
つづくか分らない。

O 
{通産量業安い。@.. O 炭鉱しかなしミ。 若い者が道から離れない政策。

⑬.. O 
いつ関山するかわから

炭鉱を閉山しないでほしい。なし迫。

美唄2 ①，. O 閉山のことを考える。 集会所つくってほしい。物価を下げる。石炭産業の見直し。
⑥ ⑦" O 炭鉱の将来性 大企業の誘致・老後の生活保障。

K @柑 O 家族の安定のため，生活を楽にしてほしい。

唄美出身
⑫" O 

閉山まで，ここにいた
日せになし

Lミ。

⑮'1 O 
ここがつぶれたら炭鉱

交通の{更が惑い。病院がない。物価
をやめるo

K ⑨" O 
次5ちが就職したら，身

炭鉱の安定性確保。
をかためで家をもっ。

O ⑫ .. 物価を下げてほしい。

⑦ 
この山，あと 3年佼し

⑬ .. O 
かもたない。

考えていない。今の政治はあてにならない。

@" O 交通・道路。もう少し福利厚生をよくしてほしい。

C @，. O 他のこと考えていなしミ。 税金をもっと安心

@" O 働けるうち働く。 炭鉱をつぶさず安定させてほしい。

美 ⑧m O よし吋士事がなL冶。 石炭エネルギーを見直してほしい。物価

唄出身
⑪" O 炭鉱は危検だ。 物価安定。

③ 
閉山まではいる。 夕張の社会党市政はパ yとしない。閉山になっても社会党

⑬" O 足をケガしてつらい。 はあいさつにこない。
O 

H寺と場合で，閉山があ 青年のサーケルや，幼稚!却をつくってほしい，~t}j綴土をかえしてほ
⑤30 O る。 しい今武誌などもちこまないよう〉大ρ主に誰でも入れるように。

14 10 
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表-25 ~主治の問題について心をわって話し合える人

や層¥i¥留職 守話¥すス人¥ 

自 近 職
職場
関そ 最良 そ

子 分 親 所
t場 係の A口、 の Lミ

善幸 の の の
上他金 の 知他突 な2其 兄 威 Il) 

量後産 僚同
上喜 f生 Lミ

弟 人 j'ijの 司の 員 人-

⑬54 O O 
美

⑫52 

⑤51 O O 
唄

⑬" 
O 

③ 

@" O 
出

⑪" 
O O O 

③ .. O O O 
身

@" O O O 

@" O O O 

O @柑 O 

⑬" O O O 

美
①" O O O 

⑤ 
身畷出
⑦37 O O 

K ④.0 

美 ⑫ .. O O 
唄出身
⑬41 O O 

K ⑨" O 

@>.， O O O 
@ O 

⑮.0 O O O 

@" O 

C @" O O O O 

む37 O O O 

美唄身出
⑧蹄

。28 O O 
③ 

⑬33 O O O 
O 
⑤却 O 
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ろうか。表-25は，そのことを見るために設定したものだが，各層労働者は，生活の問題を話

し合える人を家族(奏)，近隣に多くはとどめており，とりわけ③⑤層にその傾向が強い。 0<])

層には，組合の役員をあげるものが全く存しないことも看過し得ない。これに対し，①④層は，

家族，近隣に限られず，労働者によっては，職場や組合関係の人へも相談をもちかけている。

かかる点は，次のことを物語る。第一に，客観的には美噴出身の@⑤層労働者は，特に掘

進， f士繰部門において労働強化を被り，一部①層労働者との共通条件を有しつつ職場生活に関

する多くの不満を腐として有しているが，その現実の解決過程においては，組合に対する不満

の意識(それは，これまでの彼らの組合経験の一つの帰結であるが)をもったまま，自立った

動きをしていないということ。第二に，中小，下請出身の①@層労働者は，確かに掘進， f士繰

部門等において職場生活上の矛盾を被ってはいるが， }寄金体としては，関山によりたどりつい

た現職場を肯定する傾向が強く，むしろ新たなる閉山の可能性に対し，石炭政策への批判を有

していること，そして現実の解決過寝としては，彼らに組合への期待は0<])層ほど強くなく，

個別対応的に，職場の人や組合の役員等へ棺談をもちかけている，ということである。

しかし次の点は指摘しておかねばならない。企業の現をの能率主義的協業組織のもとでの，

各層労働者の企業内生活史(共有体験)が累積されればされるほど，すなわち，彼らの現職場

に対する判断規準が，もはや前職場との比較でなくなればなくなるほど，各層労働者の，とり

わけ掘進， f士繰部門での労働者の職場生活上の問題評価構造は，類似してゆかざるを得ないで

あろうということである。そしてそれが，能率主義による矛扇として自覚される度合に応じて，

採炭部門の美噴出身層労働者との共通利害もまた成長すると考えられる。そして，かかる過程

は，組合評価が，美噴出身層労働者のもつ組織経験と組合活動の有効性の認識の再吟味を通し

て，全廃に客観的に形成されるとき，そして他方，下請出身層の石炭産業安定化政策への要望

が，閉山を引きおこした真の原因に対する客観的認識に裏づけられ，全層のものとなるとき，

それは，対自的な階層としての関連を形成していく過程とならざるを得ない，ということであ

る。

終業 本稿のまとめと今後の分析諜題

本稿は，大手炭鉱企業に働く本鑑層を事例に，関山イ合理化Jというすぐれて資本主義的

な企業組織の再編過程のもとで，労働者層の職場生活に存する対応・対抗の諸相を摘出するこ

とを目的とした。そこでは，労働内容，作業組織，労働条件，賃金，人間関係，組合評価の各

レベルにおいて，資本主義的一能率主義的協業体制が，労働者の職場生活に現実に及ぼしてい

る影響を探るとともに，労働者層が，その入社前生活史を土台に，現体制下で有している不満

・要求構造の把揮を試みた。それは，企業率邸哉のもとで，その資本主義的協業体制に規定され

ながらも，その論理だけで解くことはできなしヘ労働者層の協動の論理(それ8体その内部に

多くの矛盾を有しているが)を探る一助となると考えたからである。

本稿の分析において明らかになったことは，以下のことである O

第一に， M炭鉱における閉山・「合理化jの過程は，一方では南大夕張鉱における最新技術

の導入を土台とした，能率主義的協業体制の創出であったが，他方では，これまでの諸炭鉱に

おける労資関係史がそうであったように，戦闘的な労働組合を弱体化せしめ，企業の側から労

樹者を選別して行く過程に他ならなかったということである。
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第二に，このような文脈のもとで設寵された南大夕張鉱への新鋭技術体系の導入は，主に採

炭部門，摺進部門の機械化を進めたが，こうした協業体制の能率主義的連滑にあって，とりわ

け掘進部門，そして波及的に仕繰部門での労働強化を激しく進めていたこと O そしてそれは，

労務サイドでの統括と相まって，先山制を弱めつつ，職場の人間関係の解体傾向をも進めてい

るということである。

第三に，労働者の入社前生活史の分析からは，職場のかような「合理化Jに対する経験様式，
そして労働者の要求構造にかかわる，次のような「層的特性jが浮かひ守上った。すなわち，大

手炭鉱経験歴の長い層，とりわけ美唄炭鉱での経験を長く有している層は，南大夕張鉱へ至る

経過において，他の仲間とともに，一定の f生活の連続性Jを有し， しかし同時に，戦後の労
資関係下での経験を，企業管理の強化と組合の弱体化の過程として認識してきているというこ

と。他方，中小，下請炭鉱での経験が長い!膏においては，閉山を契機とした大手本鑑志向が見

られたことである。

第四に，かかる経歴のちがいは，現在の協業体制下の労働者の要求構造を規定していた。す

なわち，それ以前の職場と比べ。最もその労働強化を経験しているのは，美唄での経験が長い

獲であり，とりわけ掘進.f土繰部門であること O しかし，これら部門の労働強化の進展は，他

の層(中小・下請出身層)へも及んでおり，他方，能率給への批判は，採炭部門を含む美唄出

身層に共通に立ち現われていたということである。同時にそれは，彼らの問題解決志向をも規

定しており，美唄出身層においては，組合での組織経験を土台としつつ，現組合の批判という

形で現われ，中小，下請出身層においては，炭鉱政策批判という形で現われていた。

しかし，第五に指摘すべきことは，現段階においては，かかる諸層の要求構造を土台とし

た労観者集団は末だ顕現していないということである。

以上の分析結果を通してわかることは，資本がたえず

干湾等包摂をはカか、る中でで、も，労働者の職場生活上の矛盾は確実に進行して，新たな要求構造を形成

しつつあること，また，彼らの組織的な共有体験は，現在その組織が十分な機能を果たしてい

ないとは言え，彼らの企業批判の視点として生きているということである。しかしながら，そ

れが新たな段階での事出哉の再構築につながるためには，諸層の現在の要求構造の把握に立つこ

とが不可欠で、あり，その解決志向のあり方を客観的な次元で統一していく集団形成が不可欠で

あることは，いうまでもないであろう。

最後に今後の分析諜題として，①全国的な労働者層の存夜形態との比較，②南大夕張鉱に

おける職員獲，組夫層の存在形態との比較，③企業内の多様多重な労儲者間の社会関係分析の

視点、の深化，を追求していきたい。


